
京都府食の安全・食育ソーシャルメディア運用方針 

 

１ アカウント名 

（１）Facebook管理ページ/URL 

 京都府食の安全・食育情報：https://www.facebook.com/kyoto.shokuanzen.shokuiku/ 

 きょうと食育プラットフォーム： https://www.facebook.com/kyotoshokuikupf/ 

ア 上記ページを運用するアカウント 

なす坊（京都府食の安全・食育）： https://www.facebook.com/kyoto.shokuiku.anzen 

（２）X（旧 Twitter）アカウント 

京都府食の安全・食育情報（＠kyotopref_shoku）： https://twitter.com/kyotopref_shoku 

（３）Instagramアカウント 

京都府食のみらい宣言（@kyotopref_shoku）: https://www.instagram.com/kyotopref_shoku/       

 

２ 運用担当 

 京都府農林水産部農政課 食の安全・食育係 

 

３ 情報発信の目的と内容 

• 京都府農林水産部農政課食の安全・食育係の進める事業やイベントのお知らせを発信し、

食の安全・食育を身近に感じてもらうこと。  

• 食のみらい宣言・実践活動に関する情報を発信すること。 

• 京都府の魅力を発信し、ファンを増やすこと。 

  

４ 対応時間 

原則として、平日の午前９時から午後５時までとします。 

 

https://www.facebook.com/kyoto.shokuanzen.shokuiku/
https://www.facebook.com/kyotoshokuikupf/
https://www.facebook.com/kyoto.shokuiku.anzen
https://twitter.com/kyotopref_shoku
https://www.instagram.com/kyotopref_shoku/


５ 留意事項 

• Facebookアカウントについては、各 Facebookページの運用アカウントとし、友達申請を

承認しないこととします。 

• 情報発信を優先し、原則として、コメントやリプライに返信しないこととします。  

• ページ管理者から「いいね」をする場合がありますが、これにより当該投稿等への支持や

賛同を示すものではありません。  

• 府政に関する質問・意見については、京都府ホームページ等から総合お問い合わせ窓口へ

お寄せいただくか、担当課へ直接お尋ねください。 

• 本方針は、必要に応じて変更し、変更した場合は、京都府農林水産部農政課ホームページ

に掲載します。  

• 当ページは、運用担当の判断により閉鎖、更新停止等を行う場合があります。  

 

６ 注意事項 

以下に定める禁止事項に反する投稿は予告なく削除することがあります。また、当該内容

の投稿者について、以後の投稿等を禁止する場合があります。 

（１）法令に違反する内容、又は違反するおそれがある内容 

（２）特定の個人・団体等を誹謗中傷するもの 

（３）政治、宗教活動を目的とするもの 

（４）著作権、商標権、肖像権など第三者の知的所有権を侵害するもの 

（５）広告、宣伝、勧誘、営業活動その他営利を目的とするもの 

（６）人種・思想・信条等の差別又は差別を助長させるもの 

（７）公の秩序又は善良の風俗に反する内容 

（８）虚偽や事実と異なる内容及び単なるうわさやうわさを助長するもの 

（９）本人の承諾なく個人情報を特定・開示・漏えいする等プライバシーを害するもの 

（10）有害なプログラム等 

（11）わいせつな表現などを含む不適切なもの 

（12）運用担当が不適切と判断した情報及びこれらの内容を含むホームページへのリンク 



７ 免責事項 

（１）当ページで投稿する情報の正確さには万全を期していますが、京都府は利用者が当ペ

ージ及び当ページの投稿を用いて行う一切の行為に対して、何ら責任を負うものでは

ありません。 

（２）京都府は、利用者間又は利用者と第三者間のトラブルにより、利用者又は第三者に生

じたいかなる損害について、一切の責任を負いません。 

（３）上記のほか、当ページに関して生じたいかなる損害についても京都府は、一切の責任

を負いません。 

  

８ 著作権 

当ページで投稿する個々の情報（テキスト、画像、イラスト、音声、動画等）に関する著

作権は、京都府又は正当な権利を有する者に帰属します。また、内容について「私的使用の

ための複製」や「引用」などの著作権法上認められた場合を除き、無断で複製・転用するこ

とはできません。 


